　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

ワイヤレス国際標準化動向調査　提案書（テンプレート）
1．案件名
2．調査活動の概要等
 (1)調査活動の概要

 (2)調査活動の目的

(3)前年度の活動を踏まえた進展計画（本調査活動を前年度も実施している場合）
3．技術分野

	1 
	情報通信審議会中間答申「Beyond 5Gに向けた情報通信技術戦略の在り方」（令和４年６月）に示された産学官で取り組むべきBeyond 5G研究開発課題について、標準化提案等の国際標準化活動を行うもの。

□無線ネットワーク技術　　　　□NTN（HAPS・衛星ネットワーク）技術

□その他（
）

	2 
	電波有効利用成長戦略懇談会報告書（平成30年８月）に示された2030年代に実現すべき次世代のワイヤレスシステム

□ワイヤレスIoTシステム　
□次世代モビリティシステム

□ワイヤレス電力伝送システム　
□次世代映像･端末システム

□公共安全LTE

	3 
	□我が国の周波数ひっ迫状況に見合う周波数利用効率の高い無線技術のうち、特に萌芽な段階のもの（デジュール機関と一体的にフォーラム機関における標準化動向等について情報収集・分析を行う。）

	4 
	下記技術を用いた無線設備の技術基準を策定するために行う、国際機関及び外国の行政機関その他の外国の関係機関との連絡調整。

□既に開発されている周波数を効率的に利用する技術

□周波数の共同利用を促進する技術

□高い周波数への移行を促進する技術

	5 
	□その他（




）


4．調査対象標準化機関・団体

5．調査活動の詳細
 (1)調査活動の詳細内容
(2)標準化提案予定の有無及びその内容
　　□有　□無
　（「有」の場合はその内容）

 (3)支援の必要性 

 (4)その他アピールポイント 

6．調査活動のアウトプット及びアウトカム
 (1)  今年度調査のアウトプット目標及びその達成に向けた取組計画
 (2) 調査のスケジュール
	時期（予定）
	調査活動項目
	主な活動予定と
想定しているアウトプット
	参加予定者

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


 (3) 来年度以降の標準化活動方針・計画

	時期（予定）
	主な活動予定

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


 (4) 目標としているアウトカム
(5) アウトカムの達成に向けた取組計画
7．調査費用

(1) 支給要望額
　　　　　　　円（税抜）
(2) 調査費用内訳
	調査活動項目及び参加者
	概算費用及び算出根拠
	金額(税抜)

	
	
	円

	
	
	円

	
	
	円

	調査報告書作成費
	
	円

	小計
	円

	間接的費用
	□必要（大学）（一律合計の10％）

□不要（大学）、対象外(大学以外)
	（一律小計の10％）

	合計
	円

	外貨レート（　　　　　による）
	
	円


8．所属団体名及びその概要

 (1) 団体名（大学・企業名等）
 (2) 団体の概要
9．調査者の詳細、アピールポイント
	氏名
	参加
目的
	所属・役職
	調査者の経歴

	
	
	
	

	本支援の利用経験の有無
	調査での役割
	標準化活動実績

	
	
	


	氏名
	参加
目的
	所属・役職
	調査者の経歴

	
	
	
	

	本支援の利用経験の有無
	調査での役割
	標準化活動実績

	
	
	


チームで応募の場合、チーム内での各メンバーの役割・専門性、人材育成計画
	氏名
	参加
目的
	参加会合
	役職
区分
	役割・専門性
	標準化活動に関する
人材育成計画

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　＊必要に応じて、欄を追加・削除して記入のこと。
10．連絡先

 (1)代表者

	氏名
	

	所属・役職
	

	住所
	

	連絡先
	・電話番号

・携帯電話番号

・メールアドレス


(2)事務担当

	氏名
	

	所属・役職
	

	住所
	

	連絡先
	・電話番号

・携帯電話番号

・メールアドレス
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